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チュエータ質量が固定された場合ともに胸部変形最大値を低減できる． 
図3では自動車のインストルメントパネルに相当する ka＝1.9×105

 , ca＝800 (1)を与えたときと受動

要素を用いたときの胸部変形量と受動要素変形量を比較した．図3より，受動要素を利用することで

胸部変形量が大幅に低減できることがわかる． 
 
４ 研究の成果 

人に優しい安全な機械システムを実現するための基盤となる知見を得るために，人体の胸部が機械

に衝突した場合を想定して，受動要素を利用した機構・制御系設計方法について検討した．ばねとダ

ンパを組み込んだ機構を用いて人体胸部の変形量最大値を最小化するアクチュエータ出力を導出し，

胸部変形量が大幅に低減できることを示した．また，受動要素のパラメータを適切に設定することで，

故障などの要因でアクチュエータが動作しない場合においても衝突安全性能が十分に得られること

を示した． 
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(a) 胸部変形量            (b) 受動要素変形量 
図2 受動要素特性を変化させたときの時間応答 

(a) 胸部変形量            (b) 受動要素変形量 
図3 受動要素を利用した衝突安全性能 


